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ごあいさつ

　皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は水戸信用金庫に格別のご愛顧
を賜り厚く御礼申し上げます。
　この度の東日本大震災により被災された皆様方に、謹んでお見舞い申し上げます。一日も早い安らかな生活
と地域の復興を心より願っております。

　さて、本年もディスクロージャー誌「水戸信用金庫レポート2011」を作成いたしましたので、是非ご高覧頂き
当金庫に対するご理解を深めて頂ければ幸いに存じます。
　平成22年度の日本経済は緩やかながら回復傾向にありましたが、年度後半以降の急激な円高等により足踏み
状態となりました。今後の見通しにつきましても、東日本大震災の影響により、生産活動の停滞、企業の景況感
の悪化などが予想され、先行きは極めて不透明な状況となっております。
　このような状況の中、当金庫は、お取引先の事業支援を目的とした「みとしん合同ビジネス交流会2010」の開
催や、お客様の利便性向上を図るため新オンラインシステムに移行するなど、様々な施策を実施してまいりまし
た。この結果、収益面では、業務純益82億円、経常利益14億円、当期純利益8億円を計上いたしました。
　一方、経営管理態勢を見直す必要があるとして業務改善命令を受け、皆様に多大なご迷惑とご心配をおかけ
することとなり、改めて深くお詫び申し上げます。全役職員が業務改善命令を厳粛に受け止め、業務改善計画を
着実に実行し、信頼の回復に向けて全力で取り組んでおります。
　平成23年度をスタートとする新3ヵ年計画では、法令等遵守態勢および経営管理態勢を定着させることを最
重点課題と位置づけ、重点施策として「内部管理態勢の充実・強化」「営業基盤の整備・拡充」「財務健全性の向上」
の3本柱を掲げ、これらの施策に取り組んでまいります。
　また、今回の東日本大震災における被災者支援の取り組みを行い、地域社会の一日も早い復興を目指すこと
が地域金融機関である私たち信用金庫の責務と考えております。当金庫の経営理念であるお客様一人ひとりの
夢の実現と地域経済の発展に向けて、お客様に愛され、お役に立てる健全な信用金庫であるために役職員一同
全力を尽くしてまいります。

　今後とも一層ご支援、ご愛顧を賜りますよう心からお願い申し上げます。

平成23年7月 理事長
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《信用金庫法に基づく記載事項一覧》
このディスクロージャー誌は、信金法第89条（銀行法第21条準用）に基づき作成しております。その記載事項は下記のページに掲載しております。

単体ベースのディスクロージャー項目（信用金庫法施行規則第132条における規定）

1 金庫の概況及び組織に関する事項

　（1）事業の組織 21 P

　（2）理事及び監事の氏名及び役職名 21 P

　（3）事務所の名称及び所在地 67～68 P

2 金庫の主要な事業 22 P

3 金庫の主要な事業に関する事項

　（1）直近の事業年度における事業概況 3～5 P

　（2）直近の5事業年度における主要な事業の状況を示す指標

　　①経常収益 3 P

　　②経常利益又は経常損失 3 P

　　③当期純利益又は当期純損失 3 P

　　④出資総額及び出資総口数 3 P

　　⑤純資産額 3 P

　　⑥総資産額 3 P

　　⑦預金積金残高 3 P

　　⑧貸出金残高 3 P

　　⑨有価証券残高 3 P

　　⑩単体自己資本比率 3 P

　　⑪出資に対する配当金 3 P

　　⑫職員数 3 P

　（3）直近の2事業年度における事業の状況を示す指標

　　①主要な業務の状況を示す指標

　　　ア．業務粗利益及び業務粗利益率 35 P

　　　イ．資金運用収支、役務取引等収支、及びその他の業務収支 35 P

　　　ウ．資金運用勘定並びに資金調達勘定の平均残高、

　　　　　利息、利回り及び資金利ざや 36 P

　　　エ．受取利息及び支払利息の増減 37 P

　　　オ．総資産経常利益率 35 P

　　　カ．総資産当期純利益率 35 P

　　②預金に関する指標

　　　ア．流動性預金、定期性預金、譲渡性預金その他の預金の平均残高  38 P

　　　イ．固定金利定期預金、変動金利定期預金及び

　　　　　その他の区分ごとの定期預金の残高 38 P

　　③貸出金等に関する指標

　　　ア．手形貸付、証書貸付、当座貸越及び割引手形の平均残高 39 P

　　　イ．固定金利及び変動金利の区分ごとの貸出金の残高 39 P

　　　ウ．担保の種類別（当金庫預金積金、有価証券、動産、

　　　　　不動産、保証及び信用の区分）の貸出金残高及び

　　　　　債務保証見返額 40・45 P

　　　エ．使途別（設備資金及び運転資金の区分）の貸出金残高 40 P

　　　オ．業種別の貸出金残高及び貸出金の総額に占める割合 39 P

　　　カ．預貸率の期末値及び期中平均値 35 P

　　④有価証券に関する指標

　　　ア．商品有価証券の種類別（商品国債、商品地方債、商品政府

　　　　　保証債及びその他の商品有価証券の区分）の平均残高 43 P

　　　イ．有価証券の種類別（国債、地方債、短期社債、社債、株式及び

　　　　　外国証券その他の証券の区別をいう。）の残存期間別の残高 43 P

　　　ウ．有価証券の種類別（国債、地方債、短期社債、社債、株式

　　　　　及び外国証券その他の証券の区分をいう。）の平均残高 43 P

　　　エ．預証率の期末値及び期中平均値 35 P

4 金庫の事業の運営に関する事項

　（1）リスク管理の体制 9 P

　（2）法令遵守の体制 10 P

5 金庫の直近の2事業年度における財産の状況

　（1）貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書又は

　　　  損失金処理計算書 29～34 P

　（2）貸出金のうち次に掲げるものの額及びその合計額

　　①破綻先債権に該当する貸出金   41 P

　　②延滞債権に該当する貸出金 41 P

　　③3ヵ月以上延滞債権に該当する貸出金 41 P

　　④貸出条件緩和債権に該当する貸出金 41 P

　（3）自己資本の充実の状況について金融庁長官が別に定める事項 

　　①定性的な開示事項 53～55 P

　　②定量的な開示事項 56～61 P

　（4）次に掲げるものに関する取得価額又は契約価額、時価及び評価損益

　　①有価証券 44 P

　　②金銭の信託 45 P

　　③規則第102条第1項第5号に掲げる取引 45 P

　（5）貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額 40 P

　（6）貸出金償却の額 40 P

　（7）金庫が信用金庫法第38条の2第3項の規定に基づき貸借対照表、

　　　  損益計算書及び剰余金処分計算書又は損失金処理計算書について

　　　  会計監査人の監査を受けている場合にはその旨 32 P

1 金庫及びその子会社等（説明書類の内容に重要な影響を与えていない

　子会社等を除く、以下同じ）の概況に関する事項

　（1）金庫及びその子会社等の主要な事業の内容及び組織の構成 47 P

　（2）金庫の子会社等に関する事項

　　①名称 47 P

　　②主たる営業所又は事務所の所在地 47 P

　　③資本金又は出資金 47 P

　　④事業の内容 47 P

　　⑤設立年月日 47 P

　　⑥金庫が所有する子会社等の株式等の発行済株式の総数等に占める割合 47 P

　　⑦金庫の一の子会社等以外の子会社等が所有する当該一の

　　　子会社等の株式の発行済株式の総数等に占める割合 47 P

2 金庫及びその子会社等の主要な事業に関する事項

　（1）直近の事業年度における事業の概況 47 P

　（2）直近の5連結会計年度における主要な事業の状況を示す指標

　　①経常収益 47 P

　　②経常利益又は経常損失 47 P

　　③当期純利益又は当期純損失 47 P

　　④純資産額 47 P

　　⑤総資産額 47 P

　　⑥連結自己資本比率 47 P

3 金庫及びその子会社等の直近の2連結会計年度における

　財産の状況に関する次に掲げる事項

　（1）連結貸借対照表、連結損益計算書及び連結剰余金計算書 48～52 P

　（2）貸出金のうち次に掲げるものの額及びその合計額

　　①破綻先債権に該当する貸出金 52 P

　　②延滞債権に該当する貸出金 52 P

　　③3ヵ月以上延滞債権に該当する貸出金 52 P

　　④貸出条件緩和債権に該当する貸出金 52 P

　（3）自己資本の充実の状況について金融庁長官が別に定める事項 

　　①定性的な開示事項　 55 P

　　②定量的な開示事項 62～65 P

　（4）金庫及びその子法人等が2以上の異なる種類の事業を営んでいる場合

　　　  の事業の種類ごとの区分に従い、当該区分に属する経常収益の額、

　　　  経常利益又は経常損失の額及び資産の額として算出したもの 52 P

1 資産査定の公表 42 P

金融機能の再生のための緊急措置に関する法律で定められた開示項目
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連結ベースのディスクロージャー項目（信用金庫法施行規則第133条における規定）



経 営 理 念

　地域経済の発展・繁栄なくしては、私たち＜み

としん＞の成長もありえません。私たちに課せら

れた使命は、地域の活性化を地域の皆様とともに

考え、地域の発展を担い、きめ細かなサービスで

地域に暮らす一人ひとりの夢の実現のお手伝いを

することです。

　私たち＜みとしん＞の基本的経営戦略は地域密

着であり、長期的視点に立って地域社会全体の繁

栄のために、地域の皆様からのご理解とご支持を

いただきながら、これからも一層のパートナーシッ

プを発揮してまいります。

経 営 方 針

2

私たちはもっとも身近な金融機関として
質の高い金融サービスをお届けし、

お客様一人ひとりの夢の実現と地域経済の発展に貢献します。

当金庫の概要

所 在 地

T E L

創 立

会 員 数

出 資 金

役 職 員 数

店 舗 数

〒310-0803
茨城県水戸市城南2丁目 2番 21号
029-222-3311（代）
1945年（昭和 20年）1月 6日
98,921 名
11,037 百万円
1,076名
76店舗

1. お客様の繁栄のため、健
全な経営を通して資金の
安定供給をはかるととも
に、先進のサービスと情
報を提供します。

3. 明るくのびのびとした生
きがいのある職場をつく
り、職員のしあわせと夢
を大きく育てます。

2. 確かな能力とゆたかな人
間性をかね具えた創造的
な人材を育成し、地域社
会に奉仕します。

金　融

カルチャー・センター
生涯教育・文化事業

ビジネス・センター
企業コンサルティング

地域金融の
ニューコンセプト

エリア・デザイナー
地域プランニング

（平成23年3月31日現在）
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